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研究成果の概要（和文）：世界的に危険ドラッグ製品から新規精神作用物質（NPS）が検出、同定されている。
我が国ではNPSは指定薬物として順次規制されてきた。流通している危険ドラッグ製品の分析のために、迅速、
高感度かつ信頼性の高い分析法等が求められている。本研究では、位置異性体を識別する二つの分析法と危険ド
ラッグ中のNPSを迅速に分析する一つの分析法を確立した。これらの分析法は危険ドラッグ中のNPSの分析に有用
と考えられる。

研究成果の概要（英文）：New psychoactive substances (NPS) have been found and identified in illicit 
drug products worldwide. Several NPS have been regulated as designated substances in Japan. Rapid, 
sensitive and reliable methods to analyze NPS in illicit drug products are needed. In this study, we
 developed two methods to distinguish positional isomers and a rapid analysis method for NPS in 
illicit drug products. These methods may be useful to analyze NPS in illicit drug products. 

研究分野：分析化学

キーワード： 危険ドラッグ　分析

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、位置異性体を識別する二つの分析法と危険ドラッグ中のNPSを迅速に分析する一つの分析法を確立
した。位置異性体を識別する分析法を確立することにより、位置異性体を確実に同定することが可能となり、誤
同定の防止が可能になることに加え、迅速な結果の確定が可能となる。また、迅速な分析法の確立は、言うまで
もなく迅速な分析が可能となる。これらの分析法により「危険ドラッグの迅速な分析による流通阻止」による
「事件、健康被害等の未然防止」が可能になると考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

社会問題となっていた危険ドラッグの濫用に対応するために、1400 種類以上の薬物が指定薬

物とされ、規制が強化されていた。危険ドラッグ製品中の薬物量は様々であることから、微量

の薬物を検出することが可能な高感度な分析法が求められていた。また、異性体を識別するた

めの分析法等の開発も求められていた。 

 

２．研究の目的 

高感度な分析法、迅速な分析法や異性体を識別できる分析法を確立することにより、事件や事

故の原因究明や流通している危険ドラッグ製品の分析を容易とすることを目的とする。 

 

３．研究の方法 

本研究では、高感度かつ特異性の高い分析が期待できるガスクロマトグラフィー/質量分析計

（GC/MS）、ガスクロマトグラフィー/タンデム型質量分析計（GC/MS/MS）及び液体クロマトグラ

フィー/飛行時間型質量分析計（LC-Q-TOF/MS）を使用した。 

 

４．研究成果 

本研究において以下の成果を得た。 

(1)1-アダマンチルアミンを原料とするカルボキサミド型合成カンナビノイドが知られている。

これらの薬物には2-アダマンチルアミンを原料として合成される位置異性体が存在する。GC/MS

およびGC/MS/MSを用い6種類の1-アダマンチルアミンを原料とするアダマンチル基含有カルボキ

サミド型合成カンナビノイド及びそれぞれの位置異性体（2-アダマンチルアミンを原料として合

成される）を分析した結果、マススペクトル情報を用いることにより、検討したすべての薬物に

ついて、位置異性体の識別が可能であることを明らかにした。 

(2)4種類の合成カチノン（エチルメトカチノン、フルオロメトカチノン、エチルエトカチノン、

フルオロエトカチノン）を対象に、LC/MSによる（オルト-、メタ-、パラ-）の分離分析法を検討

した結果、ナフチルエチルカラムを用いることにより、それぞれの異性体を完全に分離すること

が可能であった。 

(3)HPLCを用いた迅速な分析法について検討した。マルチモードカラムを用いることにより、従

来、約2時間の分析時間を要していたスクリーニング法を、35分間に短縮することができた。 

(4)過去に危険ドラッグ製品から検出した微量のピロバレロン（向精神薬）は、分析結果や様々

な情報から、危険ドラッグ製品中に共存した「4-メチル-α-エチルアミノペンチオフェノン」も

しくは「MPHP」合成における「合成原料中の不純物」、「アミノ化における汚染」に由来する不

純物であることを推定した。これにより危険ドラッグ中の不純物情報を充実させることができた。

今回得られた知見は危険ドラッグ製品の分析における異同識別に寄与するものと考えられる。 
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